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⚫目的：大阪・関西万博で発信していくべき未来社会における環境エネルギーの姿

や、本万博において実証・実装を進めていくべき技術を検討する。

⚫趣旨：本検討委員会により、昨年末に政府が策定した基本方針や当協会が策定し

た基本計画を踏まえ、カーボンニュートラル、エネルギーを最適化する技術、水

素エネルギー技術等について検討し、2025年より先の未来を感じさせる次世代技

術の実証、2025年の万博にふさわしい先端技術の実装の実現につなげていく。

検討会の目的・趣旨
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• 委員 秋元圭吾 公益財団法人地球環境産業技術研究機構
システム研究グループ グループリーダー・主席研究員

• 委員 岩船由美子 東京大学生産技術研究所特任教授
• 委員 下田吉之 大阪大学大学院工学研究科環境エネルギー工学専攻教授
• 委員 竹内純子 U3イノベーションズ合同会社代表

検討委員会委員（五十音順・敬称略）



スケジュール
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）

設計 施工

有識者検討委員会
（事業者ヒアリング）

基本諸元（設備の規模
や構成）を決める「基本
設計」

基本設計に基づき、詳
細図面を作成する「詳細
設計」

① 会場内で実施するプロ
ジェクトのうち、会場全体
のエネルギーシステムに影
響のあるもの

② 会場内で実施するプロジェクトのうち、
会場全体のエネルギーシステムに影響を
及ぼさないもの

③ その他、会場から独立して実施するもの

取り
まと
め



万博会場のカーボンニュートラル化実現に向けて

インフラとしての活用が
期待できるもの

未来技術の提示・来場者の理解促進が
期待できるもの

• 2025年時点で技術がほぼ確立されており、
数年後に本格的に都市に普及されるもの
（実証・実装可能なレベルのもの）

• 2050年の実装を目指す技術（2025年
時点では基礎研究レベルのもの）

• 技術は確立しているが、大がかりな設備導
入が必要であり、莫大なコストがかかるもの
や広い敷地を必要とするもの

• 技術ではなく、カーボンニュートラルに関する
仕組み等を紹介、体験するもの

導入しうる技術・展示の分類

具体例：
• 太陽光発電
• 熱利用技術
• 業務・産業用燃料電池
• 風力発電、洋上風力発電
• 水素発電
• 水素製造装置

具体例：
（技術）
• DAC
• CO2再利用
• 次世代モビリティ
• SOEC

具体例：
（仕組み）
• エネルギーマネージメント
• オフセット
• 炭素税の仕組み
• ブロックチェーン

いずれの技術・展示についても一般来場者への見せ方については、要検討

会場内に設置・導入 会場外の設備も
有効に活用

VR等を用いて展示
（実物の設置・導入なし）
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※具体例はあくまで導入しうる技術・展示の一例です。


